システムセットアップガイ 


(表面) 



本システムは、コンパクトながら迫力あるドルビーデジタルや DTS サウンドで、あなたの部屋をホームシアターに変身させます。このシステムセットアップガイドでは、はじめてこのシステムをお使いになるちのために、接続と設置のしかたを説明していまず。 
ノ?接続を行ラ場合、あるいは接続を変更する場合には、必ず電源コードを抜いて<ださい。また、電源コードはすべての接続が終わってから壁のコンセントへ接続して<ださい。 


スピーカー(左）スピーカー(ち） 


センタースピーカー スピ-力-(左）スピ-力-(ち） 





STnPI 付属品を確認する 


DVD / CD レシーパー部の付属品 


• I 」モコン X ] 

• 単3あ乾電池※ （ AA / R 己） X 2 
※動作確認用 

■ AM ループアンテナ X ] 

■ FM 簡易アンテナ X ] 


• 電源コード X ] 

• ビデオコード X ] 

• MCACC セットアップ用マイク X ] 
• 保証書 
• 取扱説明書 

• システムセットアップガイド（本書) 


スピーカー部の付属品 


• センタースピーカー X 2 
• フ □ント スピーカー X 2 
• サラウンド スピーカー X 2 
• サブ ウーファー X ] 

• ブラケット X 2 
• 壁掛け用ブラケット X 巨 
• ネジ X 8 

(ブラケット、壁掛け用ブラケット共用） 

■滑り止めパッド（ル） X 18 
(フ□ント、センター、サラウンドスピーカー用) 

■滑り止めパッド（大 ） X 4 
(サブウーファー用） 


• スピーカーコード 

4 m (赤色のフ□ントスピーカー用） X ] 

4 m (白色のフ□ントスピーカー用） X ] 

4 m (緑色のセンタースピーカー用 ）X ] 
]0 m (青色のサラウンドスピーカー用 ） XI 
]0 m (灰色のサラウンドスピーカー用 ） XI 
4 m (紫色のサブウーファー用 ）X ] 


STnP 2 1スピーカーを設置する 


スピーカーの 設置のしかた 


• 本機では、サラウンドスピーカーを視聴位置の楼方に設置する 「ノーマルサラウンド設置 J と、視聴位置の前方に設置する 「フ□ントサラウ 
ンド設置」 の2つの設置方法び選択できます。お客様の U スニングルームの環境に含わせてどち5かの設置をお選びください。また、各設置に 
合わせて U スニングモードを選択する必要びあります。詳しくは取扱説明書の1已ぺージ 「サラウンド再生 J をご覽ください。 


ノーマルサラウンド設置 

リスニングポジションの棲方にサラウンドスピーカーを設置するス 
ペースびあるときは、このよラに設置することをお勧めします。 
この設置では、「サラウンドモード」または「アドバンスドサラウ 
ンドモード」か日お好きな U スニングモードを選んでお楽しみくだ 
さい。 

• 左ちに置いたフ□ントスピーカーは、間隔を1 .8 m から 2.7 m 
程度離して、テレビから等距離になるように設置してくださし、。 


フ□ントサラウンド設置 

I 」スニングポジションの禮ちにサラウンドスピーカーを設置するス 
ペースびないとさは、このよラに設置することをお勧めします。 
この設置では、 U スニングモードは「フ n ントサラウンド•アドパ’ 
ンスモード」を選んで、高いサラウンド効果をお楽しみください。 

• 左ちに置いたスピーカーは、間隔を1.己 m 程度離して、テレビ 
か!5等距離になるように設置してください。 




サラウンド左\ し^ /サラウンドち 

フロントを2名^フ□ントも 

fy ~ が知 I 


•左ちに置いたスピーカーは、テレビから等距離で同じ高さになるよラに設置してください。 

■センタースピーカーをテレビの上に置くときは、テープなどを使用して適切な方法で固定してください。固定しないと地震などのか部の振動に 
より、スピーカーびテレビか5落下してケガをしたり、スピーカーを破損したりする原因となります。 

♦ ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置かないでください。落ちたり、倒れたりしてけびの原因となることびあります。 

• ノーマルサラウンド設置のときは、サラウンドスピーカーは耳の高さか5やや上方に設置すると効果的です。 

♦ ノーマルサラウンド設置のとさは、サラウンドスピーカーを視聴位置 （ U スニングポジション）か5極端に離して設置すると、サラウンド効果 
び十分に発揮されません。 

♦本磯のフ□ント、センター、サラウンドスピーカーはテレビとの近接使用び可能なスピーカーですび、まれに設置のしかたによっては色むらを 
生じる場合びあります。その場合は一度テレビの電源を切り、1已分〜30分搂再びスイッチを入れてください。その禮わ色むらび残るよラで 
した5スピーカーシステムをテレビか5離してご使巧くださし、。 

•本機のサブウーファーはテレビとのお接使用びできませんのでテレビから離してご使用ください。また、磁気に影響しやすい機器（フ□ッピー 
ディスク、カセットテープ、ビデオテープなど）は本機のサブウーファーか5離してお使いください。 

おくに磁石など磁気を発生するものび置かれている場含には、相互作用によりテレビに色む5を発生する場含びありますので、設置にごま意く 
ださい。 

•サブウーファーは壁に掛けた D 、 天井に吊るしたりして使用しないでください。スピーカーび落下してケガをしたり、スピーカーを破損したり 
する原因とな0ます。 


スピーカーを壁に掛けてほラ 


壁掛け用ブラケットをスピーカーに 
取り付ける 

• 壁掛け用ブラケットをスピーカーに取り付けると 
さは付属のネジを使い、ゆるみのないよラにしつ 
かりと締め付けて<ださい。 


ネジ（付属） 



に ’ 

壁掛け用ネジ 
(市販品） 


ki_ 


wJ 



' J 

杉 


I メモ 

‘壁に取り付ける場合は、重量-取付方法によっては落下 • 転倒などの危険 
性びあります。事故のないよラに十分ミ主意してください。 

‘設置-据付場所は重量に十分耐え得る強度を持つ場所を選んでください。 
強度などび不明の場合は、専門業者にご相談ください。 

’壁に取り付けるためのネジは付属していません。柱や壁の強度や材質に合 
わせたちのを使用してください。なお、強度などび不明の場合は、専門業 
者にご相談ください。 

’据え付け•取0付けの不備、誤使用、改造、天災などによる事故損傷につ 
いては、弊社は一切責任を負いません。 


が 


10 r 


壁掛け用ブラケット（付属） 



スピーカーに滑り止めパッドを貼り付けまず 


フ□ント、センターおよびサラウンドスピーカーの底面には滑り止めパッド(ル)をそれぞれ3力所に、 
サブウーファーの底面には滑り止めパッド(大佑4力所に貼り付けます。 1 



kl スピーカーを積み重ねてブラケットで固定します 

それぞれの スピーカーは 背面の スピーカー ラベルで色分けされてしほす。 

色表示を確認して、間違えないようにスピーカーを固定してください。 


ノーマルサラウンド設置の場合 


スピーカーラべル 



色表示 


左 ち 


緑 

センター 

緑 

白 

フ□ント 

ホ 


センタースピーカーをを 
ちに置<場合 

スピーカーを下からフ〇 
ント、センタースピーカー 
の順番に積み重ね、 それぞ 
れのスピーカー背面の下 
側のネジの位置にブラ 
ケットを合わせて、2力所 
をネジで固定します。 



センター 


フ□ント 


フ□ントサラウンド設置の場合 


スピーカーラべル 



色表示 


を 


ち 

青 

サラウンド 

灰 

緑 

センター 

緑 

白 

フ□ント 

赤 


センタースピーカーをを 


ちに 置< 場合 

スピーカーを下か5フ0 
ント、センター、ヴラウ 
ンドスピーカーの順番に 
積み重ねます。スピー 
力一背面のフ □ン トス 
ピーカーの上側のネジと 
センタースピーカーの下 
側のネジ、センタース 
ピーカーの上側のネジと 
サラウンドスピーカーの 
下側のネジの位置にブラ 
ケットを合わせて、4力 
所をネジで固定します。 



ヴラウンド 


センター 


フ□ント 




メモ 


ブラケットを使用した状態でスピーカーを持ち運ばないで< 
ださい。ブラケットの破損や、スピーカーの落下によるけび 
などの危険性びあ0ます。 


センタースピーカーを独 
立させて中巧に置く場合 

スピーカーを下か5フロ 
ント、サラウンドスピー 
カーの順番に積み重ね、そ 
れぞれのスピーカー背面 
の下側のネジの位置にブ 
ラケツトを合わせて、2力 
所をネジで固定します。 



サラウンド 


フ□ント 


















































































































































































































































































































































システムセットアップガイド 


(裏面) 


k k 



STnP 3 接続する 


£) TEP 4 電源を入れる 


W ^ AM ループアンテナを組み立てます 

台を州則に出します。 突起部を潮こはめます。 


壁に取り付けるには.... 

市販のネジや画びよラなどを使って壁に取0 
完成 付けてから組み立てます。 




AM ループアンテナと FM 簡易アンテナを接続しまず 


FM 簡易アンテナ 


AM ループアンテナ 


コードの被覆を回しなび5引さ抜さます。 



AM アンテナ接続端テのツメを押しなび5、 AM ループアンテナのコードを端テに差し込みます。 

コードを差し込んだ5端子のツメか5指を離します。 

AM ループアンテナは、本機か5でさるだけ離して置くことをお勧めします。 

FM 簡易アンテナは、中央のピンに差し込んでくださし、。 

また FM 簡易アンテナは、た5しておいたり、丸めたままにしないで最も良い受信状態び得5れるよラに、ピンと張つ 
て < ださい。 

♦付属の AM ループアンテナ政がのちのは使巧しないでください。 




スピーカーコー ドを本機と スピーカーに 
接続しまず 



色表示 



カラーコネクターび付いていな 
いちの先端の被覆は、ねじりな 
び5引を抜さます。 



スピーカー 側へ接続する 
カラーチューブ 


スピーカーコード 


本体側へ接続する 

カラーコネクター 


スピーカー側の端テについては、スピーカー端子のツ^を巧しなが5芯線を端テに差し込みます。 
スピーカーコードのカラーチューブのある方を端テのホ側（©側）に接続します。カラーチューブのなし、ス 
ピーカーコードは黒い端テの©側に差し込みます。 

(スピーカーコードのカラーチューブの色と、スピーカーの背面に貼5れてあるラベルの色とを合わせます。） 



本体部へ接続 


センタースピーカーの接続には分岐タイプのコードを使巧します。緑色のカラーチューブび付いているちを、 
センタースピーカーの背面端テに2台とわ接続してください。 


④ 



スピーカーコードの接続びすべて終わったら、スピーカーコードを整理します。 

スピーカーをブラケットで固定している場合、左図のように、ブラケットの溝にをわせてスピーカーコード 
を通します。 


(5) 上側 カラー 本体側 



下側 お- 本体側 



本体のスピーカー端テへスピーカーコードのカラーコネク 
ターを差し込みます。 

スピーカーコードはカラーコネクターの色と同じ色のスピー 
カー端テへ差し込みます。 

スピーカー端テは上側と下側とで向さび異なるためカラーコネ 
クターの向をを確認して差し込んでください。 


^ ◎メモ) - N 

♦本スピーカーを本システム L 处がのアンプで使用しないでください。故障、火災の原因となることびあります。 

♦スピーカーコードの芯線びはみ出して、芯線どラしび触れたりすると本機に過大な負荷び加わって動作び停止したり、故障することびありま 
す。 

♦端子に接続したあとスピーカーコードを軽く引いて、スピーカーコードの先端び端テへ確実に接続されていることを確かめてください。不完 
全な接続は、音びとぎれた0、雑音び出たりする原因となります。 

♦スピーカー端テには非常に高い電圧び出力されます。感電の危険を避けるため、スピーカーを接続する前に必ず電源コードを巧いてください。 


テレビと接続します 

付属のビデオコード（黄色のプラグ）を本機の映像出力端子に接続します。 

次に、ビデオコード（黄色のプラグ）の反対側をテレビの映像入力端子 (VIDEO IN ) に接続します。 
本磯では、 D 1/ D 2 端モまたは HDMI 端テか5でも、テレビと接続することびできます。詳しくは、 
取扱説明書の38ページ r 他機器の接続と設定」をご覧ください。 

本機の映像出力は、直接テレビに接続してください。 

本機はアナ□グコピープ□テクト方式のコピーガードに対応しているため、本機をビデオ 
デッキを通してテレビに接続したり、ビデオデッキで録画して再生ずると、正常な再生びで 
きないことびあります。また、本機をビデオ内蔵テレビに接続すると、コピーガードによつ 
て正常な再生びでさないことびあります。詳し < はお使いのテレビメーカーにお問い含わせ 




Wm リモコンに電池を入れまず 

矢印の方向に、襄ブタを開く 



ケース巧に表記されている極性に合 
わせて、乾電池を入れる 



裏ブタを矢印の方向に閉める 



♦ 乾電池のプラス©とマイナス©の向きを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

♦ 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使巧しないで<ださい。 

♦ 乾電池には同じ形状でを電圧の異なるものびあります。種類の違ラ乾電池を還ぜて使用しないでください。 

♦ 長い間 （1 力月!; LL ) 使用しないときは電池の液漏れを防ぐために電池を取り出してください。もし、液漏れを起こしたときは、ケース内につい 
た液をよく拭を取ってか5新しい電池を入れて < ださし、。 

♦不要となった電池を廃棄ずる場合は、各地方自治体の指示（条例）に従って処理してください。 

♦ 警告：電池を直射日光の当たるところや、炎天下の車内•ス I -ーブの前などの高温の場所で使用-放置しないで < ださい。電池の液漏れ、発熱、 
破裂、発火の原因にな0ます。また、電池の性能や寿命び低下することびあります。 



電源コードを本体と壁のコンセントに差し込みまず 


AC IN 壁のコンセント 


電源コードを本体の AC インレツトに差し込み、電源コードのプラグ部を壁のコンセントに接続 
します。 

はじめて電源コードをコンセントにつないだときは、自動的に電源びオンになりデモモードにな 
ります。詳しくは取扱説明書の4日ページ「デモ表示設定」をご覧くださし、。 




戸 電源を入れます 

テレビの電源ボタンおよび本機の電源ボタンを巧して電源をオンにします。 


電源 


電源 

の 

を入れる 


[ ___ ) を押ず1 



を 


テレビの入力を切り換えます 

ちのテレビ画面び映るよラに、テレビの入力切換ボタンを押して本機と接続 
している映像入力を選びます。 


ドの n ちち r 


0 ] 

STEPS 再生ずる 


スピーカーの 接続を確認し ます 

各スピーカーか5「ヴー」といラテストトーンを出すことで、正し < 接続されているかを確認します。 
サラウンドボタンを巧して、 AUTO モードを選択してから攻下の操作を行います。 



各チヤンネルび自動で 
切り換わり、 

テスト!-ーンび出力さ 
れます。 




，圓 aoQ 

I 田 I ► I 田 


VOL 20 


「ザー」といラテスト!ンび、すべ 
てのスピーカーか5順番に出ることを 
確認します。 

決定ボタンを巧ずとテストトーンは止 
ま0まず。 

テストトーンび出力されるスピーカー 
び表示と異なる場合や、テストトーン 
の出ないスピーカーびある場合は、接 
続 S スび考えられます。わラー度 
STEP 3 の接続ち法を確認して、接続 
をし直してください。 



再生しまず 



ディスクテーブルを開 
めると、自動的に再生 
を始めるディスクちあ 
ります。 



再生するソースによっては、センター 
スピーカーやサラウンドスピーカーか 
5音び出ないことびあります。取扱説 
明書の1曰ページ「サラウンド再生 J 
をご覧になり、お好みに応じて U ス 
ニングモードを切0換えてください。 



さあ、 DVD の世界を 
お楽しみください！ 



最適な環境で迫力あるサラウンドを楽しむために 


サラウンドの自動設定 ( MCACC ) を行います 

取扱説明書の日ページ「サラウンドの自動設定 （ MCACC )」 をご覧ください。 

マイクを使用した自動設定で、高精度なサラウンド設定を簡単に短い時間で巧ラことびでをます。 


MCACC セットアップ用マイクを接続しまず 

^の付いている端テに膜に接続してください。 


© 2008 パイオニア株式会社禁無断転載 


ノ Y イオニア株式会社 
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